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一
、
は
じ
め
に

　

福
井
藩
の
御
殿
建
築
に
つ
い
て
は
、
福
井
城
本
丸

の
現
存
遺
構
で
あ
る
瑞
源
寺
本
堂
や
同
書
院
の
保
存

修
理
工
事
に
と
も
な
う
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
態

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る（
１
）。

ま
た
、
絵
図
史

料
と
し
て
は
福
井
県
立
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る

松
平
宗
紀
氏
蔵
の
松
平
文
庫
に
あ
る
一
連
の
本
丸
指

図
が
知
ら
れ
、
そ
の
指
図
相
互
の
比
較
や
瑞
源
寺
本

堂
や
同
書
院
の
修
理
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
事
実
か
ら

指
図
の
年
代
確
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る（
２
）。

一
方
、
そ

の
家
臣
の
屋
敷
と
建
築
に
つ
い
て
は
史
料
数
も
限
ら

れ
、
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
く
現
在
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
る（
３
）。

こ
の
よ
う
な
な
か
拙
稿
「
松
平
主
馬
家

の
大
名
広
路
屋
敷
と
安
永
普
請
」
に
お
い
て
、
武
家

の
建
物
普
請
に
お
け
る
給
人
と
知
行
地
の
関
係
を
知

行
地
側
に
の
こ
さ
れ
た
古
文
書
か
ら
そ
の
一
部
を
明

ら
か
に
し
た（
４
）。

内
容
は
、
福
井
藩
の
家
老
を
代
々
勤

め
る
家
柄
で
あ
っ
た
松
平
主
馬
家
の
大
名
広
路
屋
敷

が
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
の
火
災
で
類
焼
し
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
の
建
物
を
焼
失
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
う

再
建
の
様
子
を
知
行
地
村
で
あ
る
石
畠
村
の
庄
屋
記

録
か
ら
み
た
も
の
で
、
ど
の
よ
う
な
建
物
が
再
建
さ

れ
、
誰
の
負
担
で
ど
の
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
の
か
を

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
屋
敷
全
体
の
再
建

建
物
の
数
や
そ
の
配
置
は
全
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
に

松
平
主
馬
家
の
子
孫
で
あ
る
松
平
氏
か
ら
安
永
四
年

の
火
災
前
後
の
図
面
を
は
じ
め
と
す
る
絵
図
十
二
点

が
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
一
部
は
す
で
に
平
成
二
十
二

年
「
福
井
城
と
城
下
町
の
す
が
た
」
展
で
紹
介
さ
れ

て
い
る
が
、
詳
細
な
検
討
が
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い（
５
）。

そ
こ
で
本
稿
は
こ
の
一
連
の
図
を
紹
介
す
る

と
共
に
、
安
永
四
年
火
災
後
の
再
建
記
録
と
合
わ
せ

て
検
討
し
、
絵
図
の
信
憑
性
と
描
画
時
期
、
そ
し
て

再
建
の
実
態
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
火
災
と
は
安

永
四
年
八
月
二
十
七
日
の
火
災
を
指
す
も
の
と
す

る
。

　

二
、
史
料

　

寄
贈
さ
れ
た
史
料
は
単
独
の
図
面
や
和
紙
に
包
ま

れ
た
複
数
の
図
面
か
ら
な
り
、
火
災
前
後
の
様
子
を

描
い
た
図
面
か
ら
明
治
時
代
以
降
の
図
面
を
含
ん
で

い
る
。
こ
こ
で
は
大
ま
か
な
概
要
と
描
画
さ
れ
た
時

期
を
紹
介
し
、
次
節
以
降
で
火
災
前
後
の
図
面
を
詳

細
に
検
討
す
る
。
な
お
、
本
史
料
は
未
整
理
で
あ
る

た
め
、
絵
図
の
番
号
は
調
査
順
に
（
添
付
図
の
番
号

に
同
じ
）、
名
称
（〈��

〉
内
は
略
称
）
は
後
述
の
論

考
を
も
と
に
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
の
了
承
の

も
と
に
仮
に
名
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
絵
図

に
用
い
ら
れ
る
和
紙
は
不
明
な
こ
と
が
多
く
、
薄
い

と
感
じ
ら
れ
た
も
の
を
薄
い
和
紙
と
表
記
し
た
。

　
（
１
）「
小
石
川
区
西
江
戸
川
町
屋
敷
絵
図
」

横
38
㎝
×
縦
27
㎝　

明
治
以
降　

薄
い
和
紙　

図
１

　

図
中
に
小
石
川
区
西
江
戸
川
町
と
あ
り
、
東
京
府

東
京
市
（
一
八
七
八
年
）
以
降
か
ら
一
九
四
七
年
三

月
十
五
日
の
小
石
川
区
の
消
滅
す
る
以
前
の
東
京
都

時
代
の
も
の
で
、住
宅
の
配
置
図
兼
一
階
平
面
図
で
、

墨
描
き
で
あ
る
。
敷
地
は
南
側
に
道
路
、
他
三
方
を

隣
地
境
界
と
し
、
道
路
側
に
門
を
開
く
。
書
き
込
み
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五
十
八
巻
一
号

に
よ
れ
ば
、
敷
地
内
に
は
木
造
瓦
葺
二
階
家
、
木
造

瓦
葺
二
階
建
土
蔵
、木
造
瓦
葺
平
家
の
三
棟
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
建
坪
二
十
七
・
七
五
坪
、
三
坪
、
六
十
七

坪
余
で
あ
る
。
な
お
敷
地
南
東
隅
に
道
路
に
面
し
て

長
屋
ら
し
き
建
物
が
描
か
れ
る
が
、
そ
の
部
分
は
門

と
同
じ
く
建
物
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
門
を

潜
る
と
正
面
に
二
階
家
、
中
庭
を
挟
ん
で
西
に
平

家
、
そ
の
間
に
二
階
建
土
蔵
を
置
く
。
二
階
家
正
面

に
は
、
矩
手
に
沓
脱
ぎ
石
を
も
つ
四
畳
半
の
玄
関
を

置
く
。
そ
の
右
に
四
畳
の
前
室
を
も
つ
八
畳
の
部
屋

を
置
き
、
前
室
に
は
玄
関
か
ら
直
接
出
入
り
で
き
る

よ
う
に
な
る
。
い
ず
れ
の
部
屋
も
両
開
き
の
よ
う
な

も
の
で
出
入
し
、
窓
が
小
さ
く
、
洋
室
と
み
ら
れ
る
。

建
物
中
央
に
は
六
畳
と
床
の
間
・
違
棚
の
あ
る
十
二

畳
半
の
和
室
が
続
き
、
和
室
の
西
は
中
庭
に
面
す
る

廊
下
、
東
は
土
庇
を
介
し
て
東
庭
、
便
所
、
洋
風
の

八
畳
に
通
ず
る
。
座
敷
の
北
に
井
戸
の
あ
る
部
屋
を

置
き
、
そ
の
井
戸
か
ら
中
庭
の
泉
水
に
水
を
ひ
く
。

　

玄
関
の
西
に
は
北
を
除
く
三
方
を
壁
で
囲
ま
れ
、

西
の
平
家
へ
通
じ
る
廊
下
側
の
み
が
出
入
口
と
な
る

部
屋
が
あ
る
。
こ
れ
が
建
坪
三
坪
の
二
階
建
土
蔵
と

み
ら
れ
る
。
土
蔵
ら
し
き
部
屋
の
西
隣
に
は
玄
関
よ

り
一
回
り
以
上
小
さ
な
脇
玄
関
が
設
け
ら
れ
、
上
が

り
框
が
描
か
れ
る
。
こ
の
部
分
か
ら
西
が
平
家
建
て

部
分
と
み
ら
れ
、
八
畳
強
の
土
蔵
の
よ
う
な
部
屋
、

三
畳
間
、
床
の
間
の
あ
る
六
畳
間
、
六
畳
間
、
飾
り

棚
の
あ
る
十
二
畳
（
押
入
含
）、
二
畳
、
三
畳
、
井

戸
を
直
ぐ
外
に
も
つ
台
所
ら
し
い
板
張
り
の
間
、
大

小
便
所
な
ど
の
諸
室
が
配
置
さ
れ
る
。
台
所
ら
し
い

板
張
り
の
間
に
も
南
面
に
引
違
い
戸
と
縁
框
の
あ
る

二
畳
の
入
口
ら
し
き
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
各
部
屋

は
廊
下
を
間
に
挟
ま
ず
、
直
接
引
違
い
の
建
具
に

よ
っ
て
仕
切
ら
れ
て
い
る
。

　

平
家
建
て
と
二
階
建
て
の
間
に
は
一
際
大
き
な
泉

水
を
も
う
け
た
庭
を
配
置
し
、
そ
の
廻
り
を
廊
下
が

コ
の
字
型
に
取
り
囲
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
庭
を
二
分

す
る
よ
う
に
両
建
物
間
を
渡
廊
下
ら
し
き
も
の
で
繋

い
で
い
る
。
渡
廊
下
ら
し
き
も
の
は
板
張
り
の
表
現

に
し
て
は
、
板
間
が
粗
く
、
両
端
に
手
摺
状
の
線
が

描
か
れ
て
お
り
、
吹
き
さ
ら
し
廊
下
の
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
以
上
の
平
面
か
ら
東
の
二
階
建
て
は
洋

風
お
よ
び
和
風
の
接
客
的
な
空
間
を
も
っ
た
建
物

（
二
階
に
つ
い
て
は
不
明
）、
西
の
平
家
は
私
的
空
間

を
も
っ
た
建
物
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
住
宅
に

複
数
の
玄
関
が
設
け
ら
れ
て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る

点
、
私
的
な
空
間
と
み
ら
れ
る
部
屋
同
士
が
廊
下
を

介
せ
ず
直
接
行
き
来
す
る
未
整
理
の
平
面
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
明
治
か
ら
大
正
時
代
頃
、
あ
え
て
推
論
す

れ
ば
明
治
前
期
の
住
宅
平
面
と
想
像
さ
れ
る
。

　
（
２
）「
役
所
用
図　

安
永
年
中
御
焼
失
以
後
御
舘

物
御
建
上
ヶ
全
図
」〈「
役
所
用
火
災
後
御
舘
物
図
」〉

横
65
㎝
×
縦
49
㎝　

安
永
四
年
火
災
後
（
文
久
写
）

和
紙　

図
２

　

本
図
左
上
に
「
役
所
用
図　

安
永
年
中
焼
失
以
後

御
舘
物
御
建
上
ヶ
全
図　

文
久
二
年
壬
戌
初
夏
吉
辰

　

北
川
惣
太
夫
義
彰
改
而
写
之
」
と
あ
り
、
北
川
惣

太
夫
が
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
火
災
後
に
再
建

さ
れ
た
建
物
を
描
い
た
図
を
松
平
主
馬
家
の
役
所
用

図
面
と
し
て
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
川
惣
太
夫

の
素
生
は
わ
か
ら
な
い
が
、
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）

に
は
主
馬
家
の
陪
臣
と
し
て
家
老
北
川
与
右
衛
門
の

名
が
み
え
て
お
り（
６
）、

そ
の
一
族
の
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
。
後
述
の
（
４
）「
役
所
用
図　

安
永
年
中

御
類
焼
以
前
御
屋
敷
内
惣
全
図
」
も
北
川
惣
太
夫
の

手
に
な
る
写
で
あ
る
。
図
は
和
紙
に
三
分
の
朱
罫
線

を
引
き
、
一
間
を
六
分
と
す
る
１
／
１
０
０
の
縮
尺

で
建
物
を
墨
線
で
描
き
、
そ
の
上
に
彩
色
す
る
。
記

載
さ
れ
る
範
囲
は
大
名
広
路
屋
敷
の
主
要
建
物
と
そ
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松
平
主
馬
家
の
屋
敷
絵
図
に
つ
い
て

れ
に
付
属
す
る
蔵
、
そ
の
南
に
あ
る
射
小
屋
、
敷
地

南
東
角
の
南
側
道
路
に
面
し
た
物
見
建
物
で
あ
る
。

建
物
は
部
屋
境
柱
と
間
仕
切
を
墨
線
で
描
き
、
畳
な

ど
の
敷
物
を
白
色
、
縁
側
や
式
台
な
ど
の
板
張
り
と

塀
に
設
け
ら
れ
た
門
を
赤
茶
色
、
囲
炉
裏
の
火
を
扱

う
部
分
を
赤
色
、
流
し
や
湯
殿
を
青
色
、
土
間
を
鼠

色
、
建
物
周
囲
を
黄
色
と
す
る
。
主
要
建
物
は
大
き

く
三
つ
に
分
け
ら
れ
、
南
側
の
式
台
・
広
間
・
書
院

座
敷
・
対
面
所
な
ど
表
の
接
客
部
分
と
役
所
部
分
さ

ら
に
表
居
間
を
含
め
た
建
物
、
そ
の
北
側
の
茶
の

間
・
台
所
を
中
心
と
す
る
建
物
（
台
所
棟
）、
そ
の

西
に
あ
る
居
間
建
物
（
居
間
棟
）
と
化
粧
之
間
建
物

（
化
粧
之
間
棟
）
で
あ
る
。
後
述
の
（
３
）「
安
永
年

中
焼
失
以
後
御
舘
物
全
図
」
と
本
図
は
表
現
法
が
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
り
、
基
本
的
な
平
面
や
室
名
も
同
じ
も

の
や
似
た
も
の
が
あ
る
。
間
取
り
は
本
図
の
方
が
建

坪
も
小
さ
く
、
図
表
題
の
御
舘
物
御
建
上
ヶ
と
あ
る

よ
う
に
火
災
後
の
再
建
間
も
な
い
時
期
の
図
と
み
ら

れ
る
。
な
お
図
面
の
紙
質
・
表
現
等
は
異
な
る
が
、

（
６
）「
安
永
年
中
御
焼
失
以
後
御
舘
物
御
建
上
ヶ
全

図
」
と
建
物
・
平
面
・
部
屋
名
称
な
ど
は
ほ
ぼ
同
じ

で
あ
る
。

　
（
３
）「
安
永
年
中
焼
失
以
後
御
舘
物
全
図
」〈「
火

災
後
御
舘
物
図
」〉　

横
86
㎝
×
縦
76
㎝　

江
戸
末
期

　

和
紙　

図
３

　

本
図
は
和
紙
に
五
分
計
の
朱
罫
線
を
引
き
、
一
間

を
十
分
と
す
る
１
／
60
の
縮
尺
で
建
物
を
墨
で
描

き
、
そ
の
上
を
彩
色
す
る
。
記
載
さ
れ
る
範
囲
は
大

名
広
路
屋
敷
の
主
要
建
物
と
そ
れ
に
付
属
す
る
蔵

で
、（
２
）「
役
所
用
火
災
後
御
舘
物
図
」
に
み
ら
れ

る
射
小
屋
、
物
見
の
建
物
は
な
い
。
建
物
は
柱
と
間

仕
切
を
墨
線
で
描
き
、
畳
な
ど
の
敷
物
を
白
色
、
縁

側
や
式
台
な
ど
の
板
張
り
と
塀
に
設
け
ら
れ
た
門
を

赤
茶
色
、
流
し
や
湯
殿
を
鼠
色
、
土
間
を
青
色
、
建

物
周
囲
を
黄
色
と
す
る
な
ど
表
現
方
法
が
図
２
と
似

て
い
る
。
た
だ
し
、
図
２
で
は
部
屋
境
に
の
み
描
か

れ
た
柱
が
、
本
図
で
は
独
立
し
た
柱
や
壁
付
き
の
柱

も
描
か
れ
て
お
り
、
精
度
が
多
少
上
が
っ
て
い
る
。

建
物
の
大
ま
か
な
配
置
は
同
じ
で
、
主
要
建
物
は
大

き
く
三
つ
に
分
け
ら
れ
、
南
側
の
式
台
・
広
間
・
書

院
座
敷
・
対
面
所
な
ど
表
の
接
客
部
分
と
役
所
部
分

さ
ら
に
表
居
間
を
含
め
た
建
物
、
そ
の
北
側
の
茶
の

間
・
台
所
を
中
心
と
す
る
建
物
（
台
所
棟
）、
そ
の

西
に
あ
る
奥
座
敷
（
奥
座
敷
棟
）・
奥
居
間
（
奥
居

間
棟
）・
部
屋
棟
か
ら
な
り
、
建
物
数
や
部
屋
数
も

増
え
、
設
備
も
充
実
し
て
い
る
。
火
災
後
に
建
物
の

復
旧
は
徐
々
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

て
い
る
の
で（
７
）、

建
物
の
部
屋
数
や
設
備
が
充
実
し

て
い
る
本
図
は
明
ら
か
に
（
２
）「
役
所
用
火
災
後

御
舘
物
図
」
の
後
の
時
期
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
本
図
が
計
画
図
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い

が
、後
述
の
よ
う
に
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
の
役
所
・

台
所
の
玄
関
増
築
の
痕
跡
ら
し
き
も
の
が
図
に
み
て

と
れ
る
。
ま
た
、
福
井
藩
の
高
知
席
で
あ
る
酒
井
外

記
（
四
〇
二
五
石
）
の
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
屋

敷
図（
８
）や

狛
杢
允
（
四
五
〇
〇
石
）
の
元
禄
屋
敷
図（
９
）

に
み
ら
れ
る
奥
向
建
物
の
充
実
を
考
え
る
と
、
本
図

の
奥
向
建
物
の
充
実
は
計
画
と
言
え
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　
（
２
）「
役
所
用
火
災
後
御
舘
物
図
」
と
平
面
を
比

較
し
て
み
る
と
、
表
の
接
客
部
分
と
役
所
部
分
で
は

広
間
は
玄
関
と
名
称
を
変
え
た
の
み
で
変
化
は
な
い

が
、
大
座
敷
は
半
間
南
側
に
拡
大
し
て
大
広
間
と
名

前
を
変
え
、
対
面
所
は
そ
の
分
小
さ
く
な
っ
て
南
座

敷
と
な
る
。
書
院
座
敷
は
南
を
半
間
縮
め
て
縁
側
を

設
け
、
北
を
半
間
か
ら
一
間
の
入
側
と
し
、
床
の
間

裏
の
部
屋
が
な
く
な
り
、
便
所
と
な
る
。
小
玄
関
前

に
休
足
所
を
設
け
、
床
附
之
間
・
寄
附
之
間
の
間
仕
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切
位
置
を
変
え
て
、
勝
手
座
敷
・
寄
附
之
間
と
し
、

小
玄
関
北
隣
り
の
部
屋
を
中
ノ
口
と
し
て
外
部
入
口

を
新
た
に
設
け
、
役
所
も
次
ノ
間
を
設
け
て
充
実
さ

せ
て
い
る
。
台
所
棟
は
北
に
一
間
余
り
、
東
に
二
間

拡
大
し
て
炊
事
関
係
の
諸
部
屋
（
飯
焚
部
屋
・
板
前

部
屋
・
料
理
部
屋
な
ど
）
や
便
所
な
ど
を
設
け
、
使

用
人
等
が
使
用
す
る
と
み
ら
れ
る
仲
ヶ
間
風
呂
場
を

拵
え
る
。

　

主
人
の
居
間
と
み
ら
れ
た
居
間
棟
は
奥
座
敷
棟
と

奥
居
間
棟
の
二
つ
に
分
か
れ
、
表
か
ら
奥
座
敷
棟
に

至
る
通
路
に
は
表
納
戸
・
時
計
之
間
・
家
具
部
屋
等

が
設
け
ら
れ
、
よ
り
私
的
な
部
屋
と
な
る
よ
う
に
さ

れ
る
。
同
時
に
当
初
の
居
間
棟
は
居
間
と
二
之
間
が

そ
れ
ぞ
れ
床
の
間
を
設
け
て
庭
に
開
い
て
独
立
し
た

部
屋
と
し
て
の
使
用
が
可
能
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
、

床
の
間
や
便
所
の
位
置
を
南
に
移
動
し
て
、
新
た
に

囲
い
・
温
故
堂
な
ど
の
茶
の
湯
の
部
屋
を
庭
側
に
設

け
、
奥
座
敷
（
居
間
）・
次
之
間
が
一
体
と
な
る
構

成
に
改
造
さ
れ
る
。
奥
座
敷
棟
の
北
西
奥
に
続
く
奥

居
間
棟
は
奥
居
間
・
次
之
間
・
二
つ
の
小
座
敷
を
庭

側
に
と
り
、
さ
ら
に
奥
方
居
間
も
設
置
し
て
お
り
、

新
し
く
増
築
さ
れ
た
部
分
で
あ
ろ
う
。
奥
座
敷
棟
と

奥
居
間
棟
は
部
屋
の
大
き
さ
や
名
称
、
配
置
か
ら
数

寄
屋
的
な
建
物
で
、
奥
向
の
空
間
と
な
る
。
北
の
部

屋
棟
は
以
前
は
化
粧
之
間
棟
の
あ
っ
た
場
所
で
、
建

物
を
一
回
り
大
き
く
し
て
西
面
に
仏
間
・
二
階
へ
の

階
段
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
新
た
に
二
階
建
て

の
建
物
と
し
て
改
築
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
化
粧
之

間
棟
の
西
側
に
あ
っ
た
湯
殿
は
新
し
く
台
所
北
側
に

改
築
さ
れ
て
い
る
。

　
（
４
）「
役
所
用
図　

安
永
年
中
御
類
焼
以
前
御
屋

敷
内
惣
全
図
」〈「
役
所
用
火
災
前
御
屋
敷
図
」〉　

横

100
㎝
×
縦
110
㎝　

安
永
４
年
火
災
前
（
文
久
写
）　

和
紙　

図
４

　

本
図
右
下
に
「
役
所
用
図　

安
永
年
中
御
類
焼
以

前
御
屋
敷
内
惣
全
図　

文
久
二
年
壬
戌
初
夏
吉
辰　

北
川
惣
太
夫
義
彰
改
而
写
之　

安
永
四
年
乙
未
八
月

二
十
七
日
午
之
刻
出
火　

龜
屋
町
西
測
（
側
？
）
鍵

町
角
ヨ
リ
二
軒
目
木
綿
屋
六
三
郎
火
元　

黄
青
ヲ
以

境
界
ヲ
分
ツ　

墨
引
太
キ
ハ
塀
也　

薄
赤
ハ
自
分
普

請　

火
ト
ハ
囲
炉
裏　

水
ト
ハ
手
洗
所
」
と
あ
り
、

松
平
主
馬
家
の
役
所
用
図
面
と
し
て
火
災
前
の
建
物

を
描
い
た
図
を
北
川
惣
太
夫
が
文
久
二
年
に
写
し
た

も
の
で
あ
る
。
図
は
和
紙
に
三
分
の
朱
罫
線
を
引

き
、
一
間
を
六
分
と
す
る
１
／
１
０
０
の
縮
尺
で
建

物
を
墨
線
で
描
き
、
そ
の
上
に
（
２
）「
役
所
用
火

災
後
御
舘
物
図
」
と
同
じ
彩
色
を
施
し
て
い
る
。
平

面
の
丸
印
は
柱
の
意
味
で
は
な
く
、
部
屋
境
を
示
す

印
と
み
ら
れ
る
。
絵
図
は
大
名
広
路
屋
敷
内
の
全
建

物
を
描
き
、
東
と
南
の
道
路
側
に
建
て
ら
れ
た
長
屋

門
や
長
屋
、
北
の
隣
地
境
に
建
て
ら
れ
た
陪
臣
の
住

居
、
使
用
人
住
居
、
蔵
、
さ
ら
に
主
要
建
物
群
、
そ

し
て
そ
の
西
側
の
広
い
敷
地
と
そ
こ
に
設
け
ら
れ
た

宝
蔵
、
上
中
下
の
茶
屋
、
亭
、
鎮
守
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
広
い
敷
地
は
縁
を
廻
し
た
茶
屋
、
鎮
守
、
亭
が

建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
庭
園
と
み
ら
れ
る
。「
安

永
四
年
乙
未
八
月
二
十
七
日
午
之
刻
出
火　

龜
屋
町

西
測
鍵
町
角
ヨ
リ
二
軒
目
木
綿
屋
六
三
郎
火
元
」
と

の
記
載
は
、『
稿
本
福
井
市
史　

上
巻
』に
あ
る
明
和
・

安
永
の
大
火
の
記
述（
⓾
）や

石
畠
村
の
庄
屋
記
録
「
諸

事
記
録
之
覚
」
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る（
⓫
）。

ま
た
同

覚
に
は
「
御
裏
之
方
西
南
角
ニ
御
土
蔵
壱
ケ
所
、
屏

之
御
物
見
壱
ケ
所
斗
残
り
、
其
外
不
残
御
類
焼
ニ
成

り
」
と
あ
り
、
類
焼
を
逃
れ
た
建
物
と
し
て
西
南
角

の
土
蔵
と
物
見
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
図
に
は
屋
敷

の
西
南
角
に
土
蔵
、
塀
に
接
し
て
亭
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
の
西
南
角
の
場
所
は
広
い
庭
園
南
側
で
、
敷

地
南
の
道
路
や
足
羽
川
に
面
す
る
位
置
に
あ
り
、
火
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絵
図
に
つ
い
て

災
に
合
い
難
い
場
所
で
あ
る
。
亭
は
塀
に
接
し
て
建

て
ら
れ
、
物
見
を
兼
ね
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、

「
諸
事
記
録
之
覚
」
の
物
見
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
火
災
後
の
再
建
の
様
子
を
記
録
し
た
同
覚
に
み

え
る
陪
臣
名
を
あ
げ
る
と
、
名
代
嶋
瀬
六
郎
、
名
代

三
浦
久
左
衛
門
、
奉
行
山
田
新
右
衛
門
、
目
付
橋
本

三
右
衛
門
、
吉
田
平
左
衛
門
、
代
官
多
田
勘
左
衛
門
、

代
官
八
杉
善
左
衛
門
が
お
り
、こ
の
う
ち
嶋
瀬
六
郎
、

三
浦
久
左
衛
門
、
吉
田
平
左
衛
門
、
多
田
勘
左
衛
門

の
住
居
が
本
図
の
長
屋
門
や
長
屋
に
確
認
で
き
る
。

ま
た
、「
諸
事
記
録
之
覚
」
の
寛
政
十
年
に
奉
行
中

沢
長
左
衛
門
が
目
付
多
田
勘
左
衛
門
と
共
に
み
え
、

本
図
中
の
陪
臣
中
沢
九
左
衛
門
の
一
族
と
考
え
ら
れ

る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
記
載
内
容
が
当
時
の
記
録
と

一
致
し
、
こ
の
図
は
火
災
前
の
大
名
広
路
屋
敷
を
描

い
て
い
る
と
し
て
よ
い
と
言
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
図
に
は
「
薄
赤
ハ
自
分
普
請
」
と
表

記
が
あ
り
、
陪
臣
が
単
独
で
住
居
を
建
設
あ
る
い
は

建
て
増
し
す
る
者
が
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
火
災
後

の
こ
と
で
あ
る
が
、「
諸
事
記
録
之
覚
」
に
は
安
永

八
年
七
月
に
三
浦
久
左
衛
門
が
拝
領
長
屋
の
造
作
が

で
き
て
い
な
い
の
で
通
い
奉
公
で
は
不
便
で
あ
る
か

ら
と
、
石
畠
村
庄
屋
に
暮
の
米
払
い
で
造
作
を
依
頼

し
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
。
こ
の
例
が
こ
の
図
の
自

分
普
請
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
時
、
三
浦
は

自
費
で
六
畳
間
一
つ
、
縁
側
、
長
屋
の
天
井
板
と
垂

木
縁
ま
で
造
作
し
て
お
り
、
意
外
に
多
く
の
部
分
が

自
分
普
請
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。と
こ
ろ
が
、

庭
の
北
西
角
に
建
て
ら
れ
た
鎮
守
が
自
分
普
請
と
あ

り
、
松
平
主
馬
家
が
個
人
の
も
の
と
し
て
建
て
た
こ

と
が
わ
か
る
が
、
そ
れ
以
外
の
主
要
な
建
物
、
長
屋

門
、
長
屋
、
蔵
、
庭
に
建
て
ら
れ
た
茶
屋
は
自
分
普

請
と
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
松
平
主
馬
家
の

建
物
が
一
般
の
武
家
住
宅
と
同
じ
よ
う
に
福
井
藩
の

規
定
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
合
わ
せ
て
そ
れ
に
と
も

な
う
補
助
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る（
⓬
）。

　

既
述
の
よ
う
に
主
要
建
物
を
敷
地
の
東
半
分
に
配

置
し
、
西
半
分
を
塀
で
囲
わ
れ
た
庭
と
し
、
庭
の
北

側
に
茶
屋
を
寄
せ
て
配
置
し
、
さ
ら
に
そ
の
北
に

蔵
、
長
屋
を
置
き
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
庭
の
や
や
南

に
土
蔵
を
置
く
。
こ
の
配
置
は
火
事
を
想
定
し
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。
屋
敷
の
正
面
は
東
側
の
道
路

で
、
間
口
約
四
十
三
間
の
ほ
ぼ
い
っ
ぱ
い
に
長
屋
門

を
建
て
、
南
寄
り
に
正
門
を
開
く
。
長
屋
門
は
桁
行

三
十
九
・
五
間
梁
間
二
間
で
、
屋
敷
側
に
幅
一
間
の

下
屋
あ
る
い
は
張
出
し
が
所
々
に
設
け
ら
れ
る
。
こ

の
長
屋
門
は
南
の
道
路
に
沿
っ
て
鋭
角
に
折
れ
て
西

へ
十
間
程
続
い
て
い
る
。
長
屋
門
は
二
階
建
て
で
、

陪
臣
の
住
居
、
馬
屋
、
番
所
、
共
侍
部
屋
、
中
間
部

屋
等
が
設
け
ら
れ
る
。
門
を
入
る
と
正
面
に
幅
三
間

の
式
台
を
設
け
た
広
間
や
長
座
敷
を
は
じ
め
と
す
る

表
の
接
客
部
分
、
そ
の
北
に
東
側
に
台
所
部
分
、
西

側
に
大
座
敷
・
敷
舞
台
・
居
間
と
す
る
台
所
居
間
棟
、

さ
ら
に
北
西
に
寝
所
・
化
粧
間
の
奥
向
き
棟
を
雁
行

形
に
配
置
す
る
。
表
の
接
客
部
分
と
台
所
部
分
は
小

玄
関
・
寄
附
を
設
け
、
そ
の
奥
に
役
人
詰
所
・
家
老

部
屋
な
ど
役
所
部
門
を
配
置
す
る
。
役
所
部
門
の
う

ち
勘
定
所
は
、
台
所
に
接
し
て
建
て
ら
れ
た
味
噌
部

屋
・
器
屋
の
北
に
設
け
ら
れ
る
。
こ
の
勘
定
所
の
北

に
陪
臣
の
住
居
と
板
前
部
屋
・
雑
部
屋
な
ど
の
あ
る

桁
行
十
七
間
梁
間
２
間
の
長
屋
が
あ
り
、
こ
れ
に
も

自
前
で
増
築
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
（
５
）「
安
永
年
中
御
類
焼
以
前
御
屋
敷
内
惣
全
図
」

〈「
火
災
前
御
屋
敷
図
」〉　

横
35
㎝
×
縦
36
㎝　

安
永

四
年
火
災
前　

薄
い
和
紙　

図
５

　

本
図
左
上
に
図
中
の
略
字
の
意
味
を
書
き
、
部
屋

名
を
記
載
す
る
の
み
で
、
図
面
名
称
は
み
ら
れ
な

い
。
図
は
薄
い
和
紙
に
二
分
の
篦
引
き
、
一
間
を
二
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図1　「小石川区西江戸川町屋敷絵図」　横38cm×縦 27cm　明治以降

図2　�「役所用図　安永年中御焼失以後御舘物御建上ヶ全図」横65cm×縦 49cm　安永４年火災後（文久写）
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松
平
主
馬
家
の
屋
敷
絵
図
に
つ
い
て

図4　�「役所用図　安永年中御類焼以前御屋敷内惣全図」横100cm×縦 110cm　安永４年火災前（文久写）

図3　「安永年中焼失以後御舘物全図」横86cm×縦 76cm　江戸末期

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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五
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巻
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号

図5　「安永年中御類焼以前御屋敷内惣全図」横35cm×縦 36cm　安永４年火災前

図6　�「安永年中御焼失以後御舘物御建上ヶ全図」横57cm×縦 30cm　安永４年火災後　（天保14年改）

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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に
つ
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て

図7　「天竜川支流三峯川流域略図」　横119cm×縦 18cm　明治 34年図8　「御上屋敷御絵図」
横24cm×縦 30cm

図12　「茶屋図」
横25cm×縦 37cm（天保14年改）

図11　「本多家別屋之図・稲葉家別屋之図」
横25cm×縦 18cm　天保 9年（天保 14年改）

図9　「大名町東表・同裏町図」
　　　横47cm×縦 26cm
　　　�慶長17～18年および天和

～貞享２年以前

図10　「玄関可取建哉之絵図面」
（付標題）横 25cm×縦 33cm（天保 14年改）

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）
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五
十
八
巻
一
号

分
と
す
る
１
／
３
０
０
の
縮
尺
で
、
墨
線
で
建
物
や

塀
・
門
を
描
き
、
建
物
内
を
黄
色
く
塗
る
。
図
面
の

内
容
は
字
句
の
違
い
や
文
字
向
き
の
違
い
な
ど
を
除

き
（
４
）「
役
所
用
火
災
前
御
屋
敷
図
」
と
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
便
所
は
記
号
で
な
く
大
小
と

さ
れ
、
入
側
を
椽
側
あ
る
い
は
椽
頬
、
番
所
を
番
ヘ

ヤ
、
押
入
を
押
込
と
す
る
。
し
か
し
、
式
台
の
板
石

は
記
入
さ
れ
ず
、
長
座
敷
南
の
入
側
が
な
く
、
す
ぐ

横
が
縁
側
と
な
っ
て
空
白
の
部
分
と
な
る
所
が
あ
っ

た
り
、
膳
所
と
女
部
屋
の
間
が
室
内
と
し
て
黄
色
く

塗
ら
れ
て
い
る
な
ど
明
ら
か
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、（
４
）「
役
所
用
火
災
前
御
屋
敷
図
」
で
は
器

屋
に
陪
臣
名
が
み
ら
れ
ず
、
便
所
の
大
小
の
記
号
を

忘
れ
て
い
る
所
が
み
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
本
図
に

は
陪
臣
の
「
中
村
甚
之
助
」
と
記
入
さ
れ
、
小
便
を

示
す
「
小
」
の
字
が
み
ら
れ
る
所
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
違
い
の
意
味
に
つ
い
て
は
詳
細
を
後
述
す
る
。

　
（
６
）「
安
永
年
中
御
焼
失
以
後
御
舘
物
御
建
上
ヶ

全
図
」〈「
火
災
後
御
建
上
ヶ
図
」〉
横
57
㎝
×
縦
30
㎝

安
永
四
年
火
災
後
（
天
保
十
四
年
改
）
薄
い
和
紙　

図
６

　

本
図
は
和
紙
に
二
分
の
篦
引
き
、
一
間
を
四
分
と

す
る
１
／
１
５
０
の
大
き
さ
で
建
物
を
墨
線
で
描

き
、
建
物
内
を
黄
色
く
塗
る
。
図
の
左
下
端
に
篦
引

き
線
に
墨
線
で
描
か
れ
た
建
物
が
斜
め
に
継
ぎ
足
さ

れ
る
。
ま
た
、
一
部
間
取
り
に
張
り
紙
が
な
さ
れ
、

訂
正
さ
れ
る
。
本
図
は
大
き
さ
・
紙
質
・
紙
の
劣
化

度
・
表
現
が
（
５
）「
火
災
前
御
屋
敷
図
」
と
よ
く

似
て
い
る
。
本
図
は
「
類
焼
以
前
之
絵
図
面
并
慎
覚

院
様
御
認
之
絵
図
面　

共
ニ
二
枚　

天
保
十
四
年
癸

卯
秋
八
月
改
」と
書
か
れ
た
和
紙
包
に
、後
述
の（
７
）

「
天
竜
川
支
流
三
峯
川
流
域
略
図
」
と
合
わ
せ
て
入

れ
ら
れ
る
。
慎
（
真
）
覚
院
と
は
松
平
主
馬
家
八
代

正
郷
の
こ
と
で
、
安
永
四
年
八
月
二
十
七
日
に
生
ま

れ
、寛
政
元
年
狛
杢
家
よ
り
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

同
五
年
家
督
相
続
し
、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
一

月
十
八
日
死
去
し
て
い
る（
⓭
）。

後
述
の
図
７
に
は
明

治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明

治
以
降
の
史
料
も
混
じ
っ
て
お
り
、
包
内
の
史
料
は

後
年
に
入
れ
替
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
天
保
十
四

年
に
は
多
く
の
図
が
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
本

図
も
そ
の
可
能
性
あ
る
が
、
詳
細
は
後
述
す
る
。
本

図
に
は
「
安
永
四
乙
未
八
月
廿
七
日
午
之
刻
過
出
火

龜
屋
町
西
測
（
側
？
）
鍵
町
角
ヨ
リ
二
軒
目
木
綿
屋

六
三
郎
火
元
」
と
書
か
れ
た
紙
片
が
つ
き
、
包
表
題

に
あ
る
「
類
焼
以
前
之
絵
図
面
」
と
考
え
そ
う
で
あ

る
が
、
内
容
は
（
２
）「
役
所
用
火
災
後
御
舘
物
図
」

と
ほ
と
ん
ど
同
じ
の
火
災
後
に
再
建
さ
れ
た
建
物
図

で
、
大
名
広
路
屋
敷
内
の
主
要
建
物
・
射
小
屋
・
南

東
角
の
物
見
が
描
か
れ
る
。
多
く
の
図
が
間
取
図
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
本
図
は
室
内
の
出
入
り
の
様
子

が
わ
か
る
建
具
と
屋
外
へ
の
出
入
口
が
記
載
さ
れ
て

お
り
、
部
屋
相
互
間
の
様
子
が
よ
り
具
体
的
に
確
認

で
き
る
図
で
あ
る
。（
２
）「
役
所
用
火
災
後
御
舘
物

図
」
に
は
台
所
棟
の
北
に
描
か
れ
る
家
具
土
蔵
が
本

図
で
は
味
噌
土
蔵
と
は
っ
き
り
書
か
れ
、
そ
の
右
横

に
家
具
と
薄
く
添
え
書
き
も
み
ら
れ
る
。
逆
に
本
図

に
は
下
台
所
の
外
に
あ
る
小
便
所
が
囲
い
の
み
と
な

り
「
小
」
の
記
号
が
抜
け
て
い
る
所
も
み
ら
れ
る
。

部
屋
名
で
は
台
所
棟
の
女
中
次
が
次
、流
し
が
水
屋
、

飯
場
が
板
之
間
、土
間
が
食
場
土
間
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
書
院
座
敷
北
の
張
り
紙
下
を
み
る
と
、
入
側

が
一
間
幅
で
、
そ
の
外
に
半
間
の
縁
側
が
あ
り
、
こ

の
入
側
・
縁
側
の
幅
い
っ
ぱ
い
に
建
物
が
西
に
延
び

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
張
り
紙
下
の
図
が
間
違
え

て
写
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
古
い
時
期

の
建
物
部
分
で
あ
ろ
う
。
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（
７
）「
天
竜
川
支
流
三
峯
川
流
域
略
図
」

横
119
㎝
×
縦
18
㎝　

明
治
三
十
四
年　

薄
い
和
紙　

図
７

　

本
図
は
「
類
焼
以
前
之
絵
図
面
并
慎
覚
院
様
御
認

之
絵
図
面　

共
ニ
二
枚　

天
保
十
四
年
癸
卯
秋
八
月

改
」
の
表
記
さ
れ
る
和
紙
包
に
入
り
、
天
竜
川
支
流

の
三
峯
川
沿
い
の
上
伊
那
郡
三
和
村
、
高
遠
城
、
同

長
藤
村
、
同
美
篤
村
、
同
伊
那
町
近
辺
を
描
い
て
い

る
。
赤
線
が
県
道
、
青
線
が
川
、
台
形
状
の
も
の
が

建
物
、
格
子
状
の
も
の
が
町
並
を
示
し
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。
図
の
左
端
に
「
伊
那
町
よ
り
東
筑
摩
郡
塩

尻
迄
里
程
八
里
明
治
卅
四
年
十
月
迄
之
篠
井
線
工
事

鐵
工
上
ハ
東
京
迄
尺
〆
壱
円
三
十
銭
移
賃
運
ヲ
要
ス

レ
ハ
是
ハ
」
と
あ
り
、
明
治
三
十
四
年
十
月
頃
の
図

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
包
標
題
と

は
異
な
っ
た
も
の
が
、
誤
っ
て
後
年
入
れ
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
（
８
）「
御
上
屋
敷
御
絵
図
」

横
24
㎝
×
縦
30
㎝　

図
８

　
「
諸
図
面
」
と
書
か
れ
た
和
紙
一
包
内
の
三
枚
の

図
面
と
和
紙
一
包
の
う
ち
の
一
枚
で
、
大
名
広
路
屋

敷
の
敷
地
図
で
、
上
を
東
と
し
、
右
下
に
表
題
の
図

面
名
と
「
惣
坪
数
〆
弐
千
弐
百
六
拾
六
坪
半　

大
概

壱
分
四
方
一
間
之
割
」
が
記
さ
れ
る
。
敷
地
の
周
囲

の
長
さ
は
矩
折
れ
の
あ
る
北
面
と
南
面
を
引
き
通
し

の
斜
め
長
さ
で
表
わ
し
、
中
央
で
は
東
西
と
南
北
の

長
さ
を
記
す
。「
大
概
壱
分
四
方
一
間
之
割
」と
あ
り
、

約
１
／
６
０
０
の
縮
尺
で
、
敷
地
境
界
線
の
形
も
屋

敷
図
（
図
４
あ
る
い
は
図
５
）
の
形
状
と
異
な
る
大

ま
か
な
敷
地
の
略
図
で
あ
る
。

　
（
９
）「
大
名
町
東
表
・
同
裏
町
図
」

横
47
㎝
×
縦
26
㎝　

慶
長
十
七
～
十
八
年
お
よ
び
天

和
～
貞
享
二
年
以
前　

薄
い
和
紙　

図
９

　

本
図
は
墨
線
の
大
名
町
東
の
屋
敷
割
図
で
、
左
右

に
同
じ
地
域
が
２
面
描
か
れ
て
い
る
。
右
面
の
屋
敷

割
図
は
左
図
の
１
／
４
程
の
大
き
さ
と
な
る
。
何
れ

の
図
も
縮
尺
は
不
明
で
あ
る
。
左
図
で
は
松
平
主
馬

家
の
屋
敷
位
置
が
大
和
守
様
と
な
り
、
北
隣
り
に
皆

川
平
右
衛
門
、
藤
野
小
刑
部
、
背
面
南
に
稲
葉
半
之

丞
、
背
面
北
に
青
木
新
兵
衛
、
西
隣
り
の
東
裏
町
の

区
画
に
南
か
ら
山
田
織
部
、
北
に
安
福
和
泉
、
西
に

吉
田
修
理
の
屋
敷
と
な
る
。
本
図
に
は
各
藩
士
の
石

高
が
記
さ
れ
た
上
で
、
稲
葉
半
之
丞
屋
敷
に
「
元
和

元
年
ヨ
リ
大
和
守
様
御
屋
舗
ヘ
入
ル
」
と
添
え
書
き

が
な
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
元
和
元
年
以
前
の
図

を
元
に
元
和
元
年
以
降
の
こ
と
を
記
載
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
松
平
文
庫
の
慶
長
十
七
～

十
八
年
（
一
六
一
二
～
一
三
）
頃
と
さ
れ
る
福
井
城
下

絵
図
の
「
北
之
庄
城
郭
図
」（
一
三
〇
九
）（⓮
）で

は
本
図

と
ほ
ぼ
同
じ
家
臣
の
屋
敷
割
り
が
み
ら
れ
、元
と
な
っ

た
図
は
慶
長
十
七
～
十
八
年
頃
の
図
と
み
ら
れ
る
。

　

一
方
、
右
図
で
は
松
平
主
馬
が
現
屋
敷
位
置
に

六
〇
〇
〇
石
で
入
り
、
そ
の
北
に
酒
井
孫
八
、
笹
治

兵
庫
と
な
て
い
る
。
初
代
松
平
主
馬
が
福
井
藩
主
第

三
代
忠
昌
（
近
年
は
四
代
と
も
い
わ
れ
る
）
に
従
い

越
後
高
田
よ
り
福
井
に
入
い
っ
た
の
は
寛
永
元
年

（
一
六
二
四
）
で
あ
る
か
ら
、
寛
永
元
年
以
降
の
図
と

な
る
。
西
隣
の
東
裏
町
で
は
南
東
に
永
見
百
助
、
北

東
に
永
見
大
吉
、
北
西
に
毛
受
左
門
、
南
西
に
本
宮

裕
郎
、南
に
丹
羽
八
左
衛
門
の
屋
敷
と
な
っ
て
い
る
。

「
家
中
転
宅
考
」（
⓯
）に

よ
れ
ば
、
大
名
町
東
表
に
「
天

和　

酒
井
孫
八
」、
大
名
町
東
裏
町
に
「
天
和　

毛

受
左
門　
（
中
略
）
西
表
ニ
而
壱
軒
ア
リ
長
谷
川
三

右
衛
門
居
り　

後
本
宮
裕
郎
居
り
貞
享
三
□
□
後
高

田
小
左
衛
門
ヘ
御
添
地
ト
成
リ
今
之
屋
敷
地
之
通
リ

也
」
と
あ
り
、
本
宮
裕
郎
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
貞

享
三
年
（
一
六
八
六
）
以
前
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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五
十
八
巻
一
号

松
平
文
庫
の
貞
享
二
年
と
さ
れ
る
福
井
城
下
絵
図

「
福
居
御
城
下
絵
図
」（
一
三
二
〇
）（⓰
）に

大
名
町
東
裏

町
南
東
角
の
永
見
百
助
が
智
照
院
と
な
る
こ
と
以
外

は
同
じ
で
あ
り
、
本
右
図
は
天
和
か
ら
貞
享
二
年
の

間
と
し
て
問
題
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
（
10
）「
玄
関
可
取
建
哉
之
絵
図
面
」

横
25
㎝
×
縦
33
㎝　

薄
い
和
紙　
（
天
保
十
四
年
改
）

図
10

　

本
図
は
墨
書
き
で
、
長
屋
門
か
ら
御
殿
広
間
前
の

通
路
と
式
台
廻
り
を
中
心
に
描
い
て
い
る
。包
に「
玄

関
可
取
建
哉
之
絵
図
面　

一
枚　

天
保
癸
卯
秋
八
月

改
」
と
あ
り
、
天
保
十
四
年
改
の
も
の
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
本
図
か
ら
長
屋
門
の
入
口
が
幅
三
間
の

う
ち
八
尺
強
の
両
開
き
扉
を
持
ち
、右
に
潜
り
の
扉
、

左
は
嵌
め
殺
し
扉
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
式
台

廻
り
の
間
取
り
と
塀
の
位
置
が
（
２
）「
役
所
用
火

災
後
全
図
」
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
で

き
、
塀
は
さ
ら
に
火
災
前
の
よ
う
に
裏
方
と
な
る
長

屋
へ
の
通
路
入
口
も
み
ら
れ
る
。
可
取
建
哉
と
の
意

味
は
わ
か
ら
な
い
が
、
玄
関
お
よ
び
玄
関
前
通
路
の

石
板
を
主
に
描
い
た
図
で
あ
る
。

　
（
11
）「
本
多
家
別
屋
之
図
・
稲
葉
家
別
屋
之
図
」

横
25
㎝
×
縦
18
㎝　

薄
い
和
紙　

天
保
九
年　
（
天

保
十
四
年
改
）　

図
11

　

本
図
は
「
眼
毒
焼
鮒
茶
屋
并
外
記
方
西
庭
之
図
面

共
ニ
三
枚　

天
保
癸
卯
秋
八
月
改
」
と
表
記
さ
れ
る

和
紙
包
に
入
る
二
枚
の
う
ち
の
一
枚
で
、図
中
に「
天

保
九
年
戊
戌
冬
十
一
月
写
之　

同
癸
卯
秋
八
月
改
」

と
あ
り
、
天
保
九
年
に
写
さ
れ
た
も
の
を
同
十
四
年

に
描
き
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
包
表
題
の
眼
毒
焼

鮒
茶
屋
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
外
記
方
と
は
前
述
の

高
知
席
酒
井
外
記
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
は
っ
き

り
し
な
い
。
本
図
は
薄
い
和
紙
に
二
分
の
篦
引
き
、

一
間
を
四
分
と
す
る
１
／
１
５
０
の
縮
尺
で
建
物
を

墨
線
で
描
き
、
方
位
、
部
屋
名
や
畳
数
、
建
具
、
床

の
様
子
を
詳
し
く
描
く
。
い
ず
れ
の
図
も
玄
関
・
台

所
・
座
敷
・
縁
・
土
縁
・
便
所
な
ど
を
備
え
た
よ
く

似
る
平
面
の
単
独
建
物
で
あ
る
。
本
多
家
・
稲
葉
家

は
松
平
主
馬
家
と
同
じ
家
老
な
ど
を
勤
め
る
高
知
席

の
家
を
意
味
す
る
と
す
れ
ば
、本
多
は
本
多
筑
後
家
、

稲
葉
は
稲
葉
采
女
家
が
考
え
ら
れ
る
。
福
井
藩
上
級

武
士
の
茶
屋
の
例
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
（
12
）「
茶
屋
図
」

横
25
㎝
×
縦
37
㎝　

薄
い
和
紙　
（
天
保
十
四
年
改
）

図
12

　

本
図
も
「
眼
毒
焼
鮒
茶
屋
并
外
記
方
西
庭
之
図
面

共
ニ
三
枚　

天
保
癸
卯
秋
八
月
改
」
の
表
記
さ
れ
る

和
紙
包
に
入
る
一
枚
の
図
で
、
薄
い
和
紙
に
一
寸

の
篦
引
き
が
一
部
に
あ
り
、
一
間
を
二
寸
と
す
る

１
／
30
の
縮
尺
で
あ
る
。
間
取
り
と
柱
、
床
と
台
子

（
水
屋
）
の
位
置
、
入
口
を
表
記
し
、
建
具
位
置
を

二
本
線
で
示
す
簡
単
な
茶
屋
の
図
で
あ
る
。
包
の
標

題
に
あ
る
酒
井
外
記
屋
敷
に
あ
っ
た
茶
屋
と
い
う
可

能
性
も
あ
る
が
、
嘉
永
五
年
の
酒
井
外
記
上
屋
敷
の

図（
⓱
）に

は
そ
の
よ
う
な
建
物
は
見
当
た
ら
な
い
。
下

屋
敷
内
の
茶
屋
あ
る
い
は
眼
毒
焼
鮒
茶
屋
の
図
か
も

し
れ
な
い
。

　

三　

図
面
相
互
の
比
較

　

三
・
一
図
面
分
類

　

前
項
で
明
ら
か
と
な
っ
た
各
図
を
、
包
ご
と
、
図

面
の
推
定
年
、
紙
質
、
大
き
さ
、
罫
線
の
書
き
方
、

表
現
方
法
、
内
容
等
に
よ
っ
て
分
け
る
と
、
表
１
の

よ
う
に
な
る
。
包
の
分
類
を
み
る
と
、
そ
の
多
く
の
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松
平
主
馬
家
の
屋
敷
絵
図
に
つ
い
て

包
に
「
天
保
十
四
年
癸
卯
秋
八
月
改
」
あ
る
い
は

「
天
保
癸
卯
秋
八
月
改
」
と
あ
る
が
、
包
Ａ
の
「
類

焼
以
前
之
絵
図
面
并
慎
覚
院
様
御
認
之
絵
図
面　

共

ニ
二
枚　

天
保
十
四
年
癸
卯
秋
八
月
改
」
に
は
、
表

題
と
は
異
な
る
火
災
後
の
図
や
明
治
三
十
四
年
の
図

が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
包
は
一
度
入
れ
直

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
必
ず
し
も
包
表
題

の
天
保
十
四
年
に
改
め
ら
れ
た
図
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
図
中
あ
る
い
は
包
標
題
の
天

保
十
四
年
「
改
」
の
意
を
考
え
る
と
、
図
を
新
し
く

古
い
図
に
の
っ
と
り
描
き
改
め
た
、
内
容
の
一
部
を

変
更
し
た
、
あ
る
い
は
内
容
を
確
認
し
た
と
の
三
つ

が
考
え
ら
れ
る
。
図
中
に
「
改
」
の
字
が
記
載
さ
れ

る
包
Ｂ
中
に
入
っ
て
い
る
包
Ｃ
の
（
11
）「
本
多
家
・

稲
葉
家
別
屋
之
図
」
で
は
、
図
の
写
し
年
や
改
め
年

が
同
一
字
体
で
続
け
て
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

か
ら
「
改
」
の
意
味
は
新
し
く
古
い
図
に
の
っ
と
り

描
き
改
め
た
と
し
て
よ
い
と
推
測
で
き
る
。こ
の「
本

多
家
・
稲
葉
家
別
屋
之
図
」
中
に
記
載
さ
れ
る
改
め

年
が
作
成
年
と
な
る
と
、小
さ
な
薄
い
和
紙
を
用
い
、

比
較
的
新
し
い
紙
質
の
図
10
・
12
も
表
題
の
天
保

十
四
年
の
「
改
」
つ
ま
り
作
成
と
考
え
て
よ
い
こ
と

が
推
定
で
き
る
。
ま
た
、「
類
焼
以
前
之
絵
図
面
并

慎
覚
院
様
御
認
之
絵
図
面　

共
ニ
二
枚　

天
保
十
四

年
癸
卯
秋
八
月
改
」
の
表
現
は
、
前
述
の
よ
う
に
慎

覚
院
の
活
動
時
期
が
寛
政
五
年
か
ら
文
化
二
年
ま
で

で
あ
り
、
天
保
十
四
年
の
「
改
」
は
慎
覚
院
の
活
動

時
期
か
ら
四
十
年
弱
隔
た
っ
て
い
る
が
、
類
焼
前
の

図
は
紙
質
が
古
く
、
慎
覚
院
の
描
い
た
図
を
書
き
直

し
た
と
す
る
よ
り
内
容
を
確
認
し
た
と
解
し
た
方
が

素
直
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
今
後
の
検
討
を
待

ち
た
い
。

　

一
方
、
包
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
図
で
は
、
文
久

二
年
に
北
川
惣
太
夫
に
よ
っ
て
主
馬
家
役
所
用
の
図

と
し
て
写
さ
れ
た（
２
）「
役
所
用
火
災
後
御
舘
物
図
」

と
（
４
）「
役
所
用
火
災
前
御
屋
敷
図
」
は
作
図
の
形

式
や
表
現
が
同
じ
で
あ
り
、
図
中
の
「
文
久
二
年
壬

戌
初
夏
吉
辰　

北
川
惣
太
夫
義
彰
改
而
写
之
」
の
内

容
を
裏
付
け
て
い
る
。
図
の
大
き
さ
が
異
な
る
の
は

作
図
範
囲
が
違
っ
て
い
る
た
め
で
、
前
者
が
「
御
舘

物
御
建
上
ヶ
全
図
」
と
再
建
後
の
主
要
建
物
を
、
後

者
が
「
御
屋
敷
内
惣
全
図
」
と
屋
敷
内
全
て
の
建
物

を
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
。（
３
）

「
火
災
後
御
舘
物
図
」
は
、（
２
）「
役
所
用
火
災
後

御
舘
物
図
」
と
ほ
ぼ
同
じ
範
囲
の
建
物
を
朱
罫
線
で

描
き
、
ほ
ぼ
同
じ
色
使
い
を
す
る
が
、
罫
線
幅
が
三

表１　絵図一覧

番号 図面名 整理
番号

包み
分類 記載年 改年 図面

推定年
写しの
時期 紙質 紙の

新古
大きさ
㎝ 罫線 表現 内容 備考

側を入
測・ 西
測鍵町
と記入

（1）「小石川区西江戸川町屋敷絵図」 明治以降 薄い和紙 中 38 × 27 墨
（2）「�役所図　安永年中御焼失以後御舘物御建上ヶ全図」 安永 4年火災後 安永 4年火災後 文久 2年 和紙 新 65 × 49 朱 3 分計 カラー ロ 北川惣太夫 ○
（3）「安永年中焼失以後御舘物全図」 江戸末期 和紙 新 86 × 76 朱 5 分計 カラー ロより後 ○
（4）「�役所図　安永年中御類焼以前御屋敷内惣全図」 安永 4年火災前 安永 4年火災前 文久 2年 和紙 新 100× 110 朱 3 分計 カラー イ 北川惣太夫 ○
（5）「安永年中御類焼以前御屋敷内惣全図」 安永 4年火災前 薄い和紙 古 35 × 36 2 分篦 墨と黄 イ

（6）「安永年中御焼失以後御舘物御建上ヶ全図」 A 安永 4年火災前 天保 14年改 安永 4年火災後 薄い和紙 古 57 × 30 2 分篦 墨と黄 ロ
火災前の記
載 は 別 紙、
改年は包紙

別紙○

（7）「天竜川支流三峯川流域略図」 A 天保 14年改 明治 34 年 薄い和紙 新 119 × 18 墨・赤・
青 改年は包紙

（8）「御上屋敷御絵図」 B 薄い和紙 新？ 24 × 30 墨
（9）「大名町東表・同裏町図」 B 慶長 17 〜 18 年・天和〜貞享２年 薄い和紙 古 47 × 26 墨

（10）「玄関可取建哉之絵図面」 B 天保 14年改 安永 4年火災後 薄い和紙 新 25 × 33 墨 改年の記載
は別紙

（11）「本多家別屋之図・稲葉家別屋之図」 B-C 天保 9年 天保 14年改 天保 9年 薄い和紙 新 25 × 18 2 分篦 墨 改年は包紙
（12）「茶屋図」 B-C 天保 14年改 薄い和紙 新 25 × 37 1 寸篦 墨 改年は包紙

A：「類焼以前之絵図面并慎覚院様御認之絵図面　共ﾆ二枚　天保十四年癸卯秋八月改」
B：「諸図面」
B-C：「眼毒焼鮒茶屋并外記方西庭之図面　共ﾆ三枚　天保癸卯秋八月改」

※同じ片仮名は同一内容
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五
十
八
巻
一
号

分
で
は
な
く
五
分
と
広
く
、
色
使
い
も
細
か
い
部
分

で
は
多
少
違
っ
て
い
る
。（
３
）「
火
災
後
御
舘
物
図
」

の
建
物
が
前
述
の
よ
う
に
（
２
）「
役
所
用
火
災
後
御

舘
物
図
」
よ
り
建
物
数
が
充
実
し
て
お
り
、
江
戸
時

代
後
期
の
建
物
を
描
く
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

作
成
時
期
は
北
川
惣
太
夫
に
よ
る
文
久
二
年
の
写
図

作
成
に
近
い
時
期
、
さ
ら
に
推
測
す
れ
ば
そ
れ
よ
り

多
少
遡
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な

ら
文
久
二
年
以
降
の
作
図
と
み
る
と
、
二
枚
の
写
図

と
同
じ
仕
様
（
罫
線
間
隔
、
作
図
記
号
、
色
使
い
な

ど
）
と
す
る
こ
と
が
図
の
管
理
か
ら
も
便
利
で
あ
り
、

図
名
も
文
久
二
年
の
写
図
の
よ
う
に
図
中
に
書
き
添

え
る
こ
と
が
普
通
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
文
久
二
年
に
北
川
惣
太
夫
に
よ
っ
て

写
さ
れ
た
（
２
）「
役
所
用
火
災
後
御
舘
物
図
」
と

（
４
）「
役
所
用
火
災
前
御
屋
敷
図
」
の
二
枚
の
図

は
、
薄
い
和
紙
に
描
か
れ
た
（
６
）「
火
災
後
御
建

上
ヶ
図
」
と
（
５
）「
火
災
前
御
屋
敷
図
」
の
二
枚

に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
た
図
で
、
対
応
す
る
図
面
同
士

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
で
あ
る
。
特
に
（
６
）「
火

災
後
御
建
上
ヶ
図
」
は
張
り
紙
に
よ
っ
て
表
接
客
棟

の
書
院
入
側
や
縁
側
付
近
が
（
２
）「
役
所
用
火
災

後
御
舘
物
図
」
の
よ
う
に
小
さ
く
修
正
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
使
者
間
の
床
が
幅
一

間
と
小
さ
く
、
そ
の
上
に
張
り
紙
ら
し
き
も
の
で
幅

二
間
に
修
正
さ
れ
と
み
ら
れ
る
痕
が
あ
り
、
そ
の
横

の
便
所
南
に
も
幅
半
間
長
さ
二
間
の
建
物
ら
し
き
も

の
が
、
物
見
棟
が
描
か
れ
る
張
り
紙
下
に
微
か
に
み

て
と
れ
る
。
こ
の
図
は
「
類
焼
以
前
之
絵
図
面
并
慎

覚
院
様
御
認
之
絵
図
面　

共
ニ
二
枚　

天
保
十
四
年

癸
卯
秋
八
月
改
」
と
書
か
れ
た
包
内
に
あ
る
か
ら
天

保
十
四
年
に
訂
正
し
た
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

が
、
紙
の
変
色
が
天
保
十
四
年
の
描
き
直
し
で
あ
る

（
11
）「
本
多
家
別
屋
之
図
・
稲
葉
家
別
屋
之
図
」
と

は
明
ら
か
に
古
く
、
そ
れ
よ
り
早
い
時
期
の
作
成
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
薄
い
和
紙
に
描
か
れ

た
（
６
）「
火
災
後
御
建
上
ヶ
図
」
と
（
５
）「
火
災

前
御
屋
敷
図
」
を
原
図
と
し
て
文
久
二
年
に
（
２
）

「
役
所
用
火
災
後
御
舘
物
図
」
と
（
４
）「
役
所
用
火

災
前
御
屋
敷
図
」
が
作
成
さ
れ
た
と
も
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
、
図
面
相
互
に
異
な
る
部
屋
名

や
文
言
表
記
に
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
さ
ら
に
文

久
写
と
薄
い
和
紙
の
両
図
と
も
に
描
き
忘
れ
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
図
は
い
ず
れ
も
原
図
で
は
な
く
、
写
図

で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

　

三
・
二
薄
い
和
紙
図
と
文
久
写
図

　

薄
い
和
紙
図
と
文
久
写
図
は
紙
質
、
大
き
さ
、
罫

線
の
幅
と
色
、
さ
ら
に
彩
色
の
有
無
に
違
い
が
み
ら

れ
る
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
間
取
り
で
あ
る
。
し
か
し
、

細
部
を
詳
し
く
み
る
と
建
物
名
の
違
い
、
部
屋
名
の

呼
び
方
の
違
い
、
部
屋
名
を
文
字
あ
る
い
は
記
号
で

表
現
す
る
か
の
違
い
、
間
仕
切
り
の
有
無
、
室
内
と

す
る
か
屋
外
と
す
る
か
、
意
味
す
る
内
容
が
同
じ
で

も
表
現
が
異
な
る
部
分
が
多
々
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

を
図
ご
と
に
分
け
、
比
較
し
た
も
の
が
表
２
・
表
３

で
あ
る
。（
４
）「
役
所
用
火
災
前
御
屋
敷
図
」
を
見

る
と
、
部
屋
の
呼
称
に
つ
い
て
は
写
図
を
し
た
北
川

個
人
あ
る
い
は
時
代
を
反
映
し
て
変
化
す
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
る
が
、
入
口
の
表
現
が
描
か
れ
た
り
描
か

れ
な
か
っ
た
り
、
さ
ら
に
勘
定
所
の
炉
の
よ
う
に
大

便
所
と
間
違
っ
て
表
記
さ
れ
た
り
、
膳
所
と
部
屋
の

間
の
部
分
の
よ
う
に
大
小
の
便
所
へ
入
る
た
め
室
内

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
を
外
部
と
す
る
な
ど
の

明
ら
か
な
勘
違
い
、
部
屋
の
小
さ
な
間
仕
切
り
の
よ

う
に
描
き
忘
れ
が
多
々
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
隣
り

へ
の
貸
地
の
よ
う
に
（
５
）「
火
災
前
御
屋
敷
図
」

よ
り
さ
ら
に
詳
し
く
な
っ
て
い
る
部
分
も
み
ら
れ

る
。
こ
れ
は
寛
永
以
後
江
戸
時
代
を
通
し
て
敷
地
形
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松
平
主
馬
家
の
屋
敷
絵
図
に
つ
い
て

状
が
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
現
状
を
記
載

す
れ
ば
よ
く
、
詳
し
く
な
っ
て
い
て
も
お

か
し
く
は
な
い
。
同
様
に
式
台
の
板
の
表

現
が
階
段
・
板
敷
き
部
・
石
板
に
描
き
分

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
式
台
の
構
成
か

ら
は
常
識
的
な
こ
と
で
あ
る
。
た
だ（
５
）

「
火
災
前
御
屋
敷
図
」
の
長
座
敷
南
側
に

あ
る
縁
側
・
土
縁
が
（
４
）「
役
所
用
火

災
前
御
屋
敷
図
」
で
は
入
側
・
縁
側
に
変

更
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
こ

の
様
に
配
置
す
る
こ
と
が
長
座
敷
の
西
に

あ
る
小
便
所
に
下
履
き
を
履
か
ず
に
入
る

こ
と
が
で
き
、
普
通
の
間
取
り
と
み
ら
れ

る
。
事
実
（
５
）「
火
災
前
御
屋
敷
図
」

の
方
に
は
土
縁
の
さ
ら
に
外
側
に
水
と
手

水
鉢
の
表
記
が
あ
り
、土
縁
が
な
く
入
側
・

縁
側
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
言
え
る
。

し
か
し
、
火
災
後
の
（
６
）「
火
災
後
御

建
上
ヶ
図
」
で
は
長
座
敷
が
火
災
前
の
新

座
敷
・
鉄
炮
間
の
位
置
に
移
動
し
て
い
る

が
、
長
座
敷
の
南
に
あ
る
縁
側
・
土
縁
が

火
災
前
の
形
を
受
け
継
い
で
い
る
。
こ
の

形
態
は
文
久
の
写
図
で
も
そ
の
ま
ま
で
あ

表２　火災前図面の比較
内　容 （5）「安永年中御類焼以前御屋敷内惣全図」 （4）「役所図　安永年中御類焼以前御屋敷内惣全図（文久写）」

建物名 土蔵 宝蔵

部屋名

番ヘヤ 番所
椽側 入測（側）
頬椽 入測（側）
式台のみ（板区別無し） 式台は板・石板区別（階段あり）
便所大小で表現 大小を図で表現

部屋名なし 床（2）棚（1） 廊下（1）、床（1）、棚（1）、水（1）、茶所（1）

室名間違い 勘定所の火 勘定所の大便
鉄砲之間の手水鉢 鉄砲之間の大便と表記間違い

人名 中村甚助（器屋） ー
入口の表記なし数 17
入口の表記ずれ数 1
表記忘れ便所 1

室内室外の違い 膳所と女部屋間を室内 膳所と女部屋間を室外とし、塀設置（便所使い勝手から間違い）
長座敷の南が縁と土 長座敷南は入測（側）と縁

間仕切りの違い 外輩・供部屋下屋の間仕切りと部屋なし
勘定所の小便所付近の間仕切りなし

塀の長さ 長屋門から台所に延びる塀短い
湯屋外の短塀

文言違い 此所幅九尺ニ長十一間他へ貸地也由 此間東ハ九尺北十一間三尺御隣家ヘ貸地
此印ノ分六間二階歩行部屋也 此印之間二階港部屋

表３　火災後図面の比較
図面名

内　容 （6）「安永年中御焼失以後御舘物御建上ヶ全図」 （2）「役所図　安永年中御焼失以後御舘物御建上ヶ全図（文久写）」

建物名
家具味噌土蔵 家具土蔵
なし 射小屋
なし 物見棟の部屋名

部屋名

トコ、ト 床
水屋 流シ
押込 押入
ヲ 押入
次（台所棟） 女中次
タ 薪
ト（戸袋） 戸
（三之間南）なし 廊下
台所土間 色使いで表現
なし 式台石板
便所大小で表現 大小を図で表現

入口の表記なし数 6
台所棟の杉戸 なし

表記忘れ 小便所 1（台所前）、水（1） 戸袋（1）

間仕切りの違い等
対面所〜使者間外の土縁と仕切 切なし
化粧之間の床棚間仕切り なし
使者間の床幅１間 使者間の床幅２間

塀の長さ
なし 小玄関前の塀
式台の北横の短塀 なし
味噌土蔵西の塀 なし
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り
、
や
は
り
（
５
）「
火
災
前
御
屋
敷
図
」
の
ま
ま

で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。

　

一
方
、
火
災
後
の
図
面
（
２
）「
役
所
用
火
災
後

御
舘
物
図
」
と
（
６
）「
火
災
後
御
建
上
ヶ
図
」
で

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。（
６
）「
火
災
後
御
建
上
ヶ
図
」

で
は
物
見
棟
・
射
小
屋
の
名
称
有
無
が
大
き
な
違
い

と
な
る
。
物
見
棟
・
射
小
屋
は
建
物
名
が
な
く
、
張

り
紙
と
し
て
使
者
間
の
南
に
足
さ
れ
て
い
る
が
、
使

者
間
の
直
ぐ
南
東
角
に
あ
る
便
所
ら
し
き
部
屋
を
合

わ
せ
て
張
り
紙
で
隠
し
て
い
る
。
ま
た
、こ
の
物
見
・

射
小
屋
の
建
物
に
塗
ら
れ
た
色
は
本
体
よ
り
や
や
濃

い
黄
色
に
み
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
本
体
図
面
よ
り

後
に
図
面
訂
正
と
同
時
に
後
か
ら
建
て
ら
れ
た
物
見

棟
・
射
小
屋
を
付
け
足
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ

の
た
め
建
物
名
が
な
い
と
解
釈
で
き
る
。
こ
の
他
は

火
災
前
の
図
で
検
討
し
た
こ
と
と
同
じ
こ
と
が
言

え
、
文
久
写
図
に
は
多
く
の
文
字
や
間
仕
切
り
が
描

き
忘
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
６
）「
火
災

後
御
建
上
ヶ
図
」
以
上
に
詳
し
く
描
か
れ
た
式
台
や

塀
な
ど
も
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
火
災
前
の
図
と
同

様
な
こ
と
が
言
え
る
。

　

以
上
、
火
災
前
後
の
図
を
比
較
し
て
言
え
る
こ
と

は
、
同
じ
よ
う
な
図
の
描
き
方
で
あ
り
、
同
じ
よ
う

な
描
き
忘
れ
が
目
立
つ
と
い
う
共
通
点
が
み
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
も
し
、
お
互
い
に
違
う
原
図
か
ら
の

写
図
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
図
面
同
士
の
食
い
違
い
が

も
っ
と
他
の
部
分
に
、
例
え
ば
間
取
り
あ
る
い
は
建

具
や
柱
の
表
記
な
ど
を
入
れ
る
な
ど
図
面
の
描
き
方

に
違
い
が
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、（
５
）「
火
災
前
御
屋
敷
図
」・

（
６
）「
火
災
後
御
建
上
ヶ
図
」
の
図
を
北
川
が
自
分

な
り
に
解
釈
し
て
写
し
直
し
た
図
が
（
４
）「
役
所

用
火
災
前
御
屋
敷
図
」、（
２
）「
役
所
用
火
災
後
御

舘
物
図
」
と
す
る
の
が
素
直
な
考
え
方
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

四　
（
６
）「
火
災
後
御
建
上
ヶ
図
」と
安
永
再
建
記
録

　

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
松
平
主
馬
家
の
知
行
地

の
一
つ
で
あ
る
石
畠
村
の
庄
屋
次
兵
衛
は
、
安
永
火

災
後
の
再
建
の
様
子
を
「
諸
事
記
録
之
覚
」
に
残
し

て
い
る
。
そ
こ
に
は
次
兵
衛
が
関
わ
っ
た
長
屋
な
ど

の
付
属
建
物
に
つ
い
て
は
詳
し
く
記
録
さ
れ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
御
殿
な
ど
の
建
物
は
部
屋
名
が
散
見
さ

れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
火
災
後
の
再
建
建
物

に
つ
い
て
は
前
述
の
図
が
残
る
に
過
ぎ
ず
、
そ
の
実

態
が
図
の
通
り
で
あ
っ
た
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ

こ
で
「
諸
事
記
録
之
覚
」
の
記
述
と
（
６
）「
火
災

後
御
建
上
ヶ
図
」
の
建
物
を
比
較
検
討
し
、
図
の
信

憑
性
を
検
証
す
る
。「
諸
事
記
録
之
覚
」
か
ら
火
災

後
の
再
建
経
過
と
そ
こ
に
表
れ
る
建
物
の
大
き
さ
や

部
屋
名
を
あ
げ
る
と
、
表
４
の
よ
う
に
な
り
、
主
要

建
物
と
し
て
は
広
間
、
台
所
、
米
蔵
、
味
噌
蔵
が
み

え
、部
屋
名
と
し
て
次
之
間
、御
用
所
、台
所
御
用
所
、

御
役
所
、
御
湯
、
大
広
間
、
大
座
敷
、
作
事
、
御
納

所
、
次
間
（
台
所
近
く
）
の
各
部
屋
の
存
在
が
確
認

さ
れ
る
。
ま
ず
、
広
間
は
安
永
四
年
に
安
穏
寺
本
堂

を
購
入
し
て
移
築
し
、
同
八
年
の
天
井
造
作
に
よ
り

そ
の
大
き
さ
は
三
間
に
三
間
半
で
あ
る
こ
と
が
判
明

す
る
。
広
間
の
大
き
さ
は
本
図
の
床
を
除
く
広
間
に

一
致
し
、
常
識
的
な
竿
の
向
き
か
ら
得
ら
れ
る
竿
の

長
さ
三
間
半
に
も
一
致
す
る
。
ち
な
み
に
安
永
火
災

前
の
（
５
）「
火
災
前
御
屋
敷
図
」
中
の
広
間
は
四

間
に
三
間
で
異
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
同
七
年
八
月
に
完
成
し
た
台
所
は
「
御
台
所

大
キ
サ
五
間
ニ
九
間
半
、
夫
ニ
ひ
さ
し
・
御
か
ま
と

付
弐
間
半
ニ
三
間
、
御
ろ
う
か
付
是
も
弐
間
半
ニ
三

間
、
御
柱
弐
本
ハ
真
木
其
外
ハ
皆
杉
柱
ニ
而
」
と
、

主
屋
が
五
間
九
間
半
の
大
き
さ
で
、
そ
れ
に
竈
を
備

え
た
下
屋
が
二
間
半
三
間
、
廊
下
が
二
間
半
三
間
の
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松
平
主
馬
家
の
屋
敷
絵
図
に
つ
い
て

建
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
台
所
は
図
の
上
下

台
所
と
二
之
間
・
部
屋
．
次
・
茶
之
間
さ
ら
に
水
屋

や
板
之
間
な
ど
を
含
め
た
部
分
と
み
ら
れ
る
。
下
屋

の
二
間
半
三
間
は
竈
を
備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
主
屋

の
東
の
北
側
に
張
出
し
た
土
間
・
水
屋
・
釜
な
ど
の

二
間
三
間
の
部
分
と
み
ら
れ
る
。
味
噌
土
蔵
は
同
九

年
の
建
設
で
あ
る
か
ら
廊
下
は
ま
だ
な
く
、
台
所
建

設
時
に
は
廊
下
の
一
部
を
下
屋
が
含
ん
で
い
た
も
の
と

み
ら
れ
る
。
た
だ
、
下
屋
幅
が
二
間
で
記
録
の
二
間

半
と
矛
盾
す
る
点
が
あ
る
が
、
こ
の
大
き
さ
は
普
請

予
定
の
仕
様
書
で
あ
り
、
実
施
に
際
し
て
多
少
変
更

さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
安
永
五
年

の
記
録
で
は
す
で
に
御
台
所
あ
る
い
は
御
台
所
御
用

所
と
あ
る
が
、
こ
の
御
台
所
御
用
所
は
火
災
の
翌
年

で
あ
り
仮
屋
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
廊
下
二
間
半

三
間
の
建
物
は
台
所
周
囲
で
は
単
独
で
は
見
当
た
ら

な
い
が
、
台
所
の
南
に
続
く
廊
下
と
役
所
は
表
の
接

客
棟
と
台
所
棟
を
繋
ぐ
廊
下
と
考
え
ら
れ
、
大
き
さ

も
一
致
し
、
こ
の
建
物
と
考
え
ら
れ
る
。
安
永
九
年

に
は
二
間
ニ
三
間
の
味
噌
土
蔵
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

本
図
の
御
台
所
北
に
離
れ
て
大
き
さ
も
名
称
も
一
致

す
る
家
具
と
添
え
書
き
さ
れ
た
味
噌
土
蔵
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
天
明
六
年
に
「（
前
略
）
御
奉
行
役

表４　「諸事記録之覚」にみる火災後の再建記録
年 月　日 内　容 建物や部屋等の記載内容

安永 4年 8月 27 日 福井大火屋敷類焼
広間として安隱寺の堂を購入普請 御広間御普請

同　5年 9月 21 日 未タ長屋不出来 御足軽御門、御役所、仮小屋、
9月 22 日 内長屋普請 二間×二十間斗
9月 27 日 御目見 次之間、御用所
10月 27 日 内長屋普請完了

11月 30 日 御目見 御台所、御台所御用所、御代官様之部屋、御役所、
次之間
御前を罷立、次之間を通り御役所へ罷出

12月 18 日 御目見 大座鋪ニ而旦那様惣御目見
同　6年 正月 6 日 吉書御礼御目見 （旦那様）御湯、御用所、

御役所ニわ名代、奉行、目付、代官揃い、次之間、
台所

2月 22 日 長屋普請依頼 長屋門北弐拾弐間（北山村） 大広間、大座敷へ罷出御目見、御役所
長屋門南拾五間（石畑村）

6月 南建前予定 作事の御大工
8月下旬 北弐拾弐間開始予定
11月 19 日 長屋普請上棟
12 月朔日 役所、御納所米、

同　7年 正月 6 日 吉書御礼御目見 次之間ニて御吸物

3月 台所普請入札、開始 役所にハ名代、奉行、代官、作事の御大工 御台所大キサ五間ニ九間半、ひさし竃付き二間
半ニ三間、廊下二間半ニ三間、御柱真木２本

8月 台所作事修了
12月 26 日 納所方、

同　8年 正月 6 日 吉書御礼御目見 御目見次之間ニて（1 人）、　次之間より大座敷
罷出（7人） 奥様御目見、台所罷出、次間御目見

2月 8 日 広間天井廻り部材依頼 四歩天井板、三間より三間半之竿縁、廻りふち三
間半ニ四寸、７寸之とこぶち、同長サ落シ懸ケ

5月中 広間天井普請修了
5月 8 日 台所にて御料理被下
6月 5 日 能を次之間ニて役人と拝見、台所罷出帰ル
7月 6 日 陪臣の拝領長屋造作依頼 米御蔵
9月 7 日 拝領長屋造作完了引っ越し
11月 21 日 味噌蔵の世話の依頼

同　9年 2月〜 5月 味噌蔵建設 味噌蔵二間ニ三間

天明 6年 10 月 16 日 台所役所口の玄関作事
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五
十
八
巻
一
号

之
林
次
右
衛
門
様
被
仰
候
ハ
、
御
台
所
御
役
所
之
口

け
ん
く
わ
ん
無
之
ニ
付
、
今
仕
立
申
度
候
間
入
用
木

指
上
申
様
御
頼
ミ
ニ
付
、
長
九
尺
よ
り
壱
丈
之
四
寸

角
杉
柱
三
本
、
長
七
尺
五
寸
ニ
三
寸
五
分
之
折
三
本

揃
拵
（
後
略
）」
と
あ
り
、
台
所
役
所
の
玄
関
が
つ

く
ら
れ
て
い
る
。
図
に
は
台
所
あ
る
い
は
役
所
付
近

に
下
屋
ら
し
き
も
の
が
み
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、

本
図
よ
り
後
の
様
子
を
描
い
た
と
推
定
さ
れ
る（
３
）

「
火
災
後
御
舘
物
図
」
を
み
る
と
、
台
所
や
役
所
が

東
に
大
き
く
拡
張
さ
れ
、
本
図
の
直
接
外
部
に
面
し

た
役
所
入
口
が
台
所
内
の
土
間
か
ら
入
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。「
諸
事
記
録
之
覚
」
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
の
使
い
方
の

痕
跡
が
こ
の
部
分
に
残
っ
て
い
る
と
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
以
上
の
よ
う
な
内
容
か
ら
、
本
図
は
天
明
六

年
以
前
の
様
子
を
描
い
て
い
る
と
言
え
る
。

　

一
方
、「
諸
事
記
録
之
覚
」
に
表
れ
た
部
屋
名
と

そ
の
使
い
方
か
ら
部
屋
の
お
お
よ
そ
の
位
置
を
推
定

す
る
。
安
永
五
年
十
二
月
十
八
日
に
は
「（
前
略
）

御
知
行
下
村
々
不
残
庄
屋
長
百
生
相
揃
大
座
敷
鋪
ニ

而
旦
那
様
惣
御
目
見
被
仰
付
（
後
略
）」、
同
六
年
知

行
地
村
へ
長
屋
普
請
を
言
い
渡
す
御
目
見
の
様
子
に

は
、「（
前
略
）
御
長
屋
御
普
請
之
義
御
頼
ミ
被
成
度

思
召
ニ
而
御
上
ニ
御
応
被
成
候
間
、
左
様
ニ
得
相
心

先
ツ
御
屋
鋪
へ
行
キ
可
致
休
足
ト
被
仰
候
ニ
付
、
御

広
間
大
座
鋪
へ
罷
出
候
所
、
御
料
理
御
酒
被
下
私
共

四
人
罷
有
申
所
、
オ
ン
奥
よ
り
旦
那
様
御
目
見
之
段

被
仰
出
（
後
略
）」
と
あ
り
、
大
座
敷
が
御
目
見
の

部
屋
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
し
て
御
広
間
と
大

座
敷
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
本

図
と
一
致
す
る
。
御
目
見
は
次
之
間
で
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
の
が
同
五
年
九
月
二
十
七
日
、
十
一
月
三
十

日
、
そ
し
て
同
六
年
～
八
年
の
正
月
六
日
の
吉
書
御

礼
に
み
え
る
。
こ
の
次
之
間
は
同
六
年
で
は
「（
前

略
）
旦
那
様
よ
り
次
兵
衛
ニ
御
目
見
ト
被
仰
出
、
依

之
御
役
所
よ
り
御
奥
名
代
三
浦
久
左
衛
門
様
・
御
奉

行
山
田
新
右
衛
門
様
先
ヘ
御
立
、
御
代
官
多
田
甚
左

衛
門
様
御
案
合
ニ
而
御
次
之
間
へ
罷
出
、私
壱
人
（
後

略
）」、
あ
る
い
は
同
八
年
に
「（
前
略
）
不
相
替
私
壱

人
独
礼
ニ
被
仰
付
、
御
次
之
間
ニ
て
旦
那
様
・
若
旦

那
様
御
一
同
ニ
御
目
見
之
御
上
意
之
御
言
は
、（
中
略
）

右
之
通
り
当
年
ハ
御
二
方
様
之
御
上
意
を
蒙
り
御
礼

申
上
難
有
奉
存
、
御
次
之
間
よ
り
大
座
敷
罷
出
（
後

略
）」
と
あ
り
、
次
之
間
は
大
座
敷
あ
る
い
は
役
所

に
近
い
位
置
に
あ
る
こ
と
が
が
想
定
さ
れ
る
。
本
図

で
は
大
座
敷
隣
り
の
床
付
間
を
挟
ん
で
北
に
位
置
す

る
次
（
続
き
座
敷
の
居
間
と
次
）
が
考
え
ら
れ
、
役

所
の
位
置
も
次
之
間
の
近
く
に
あ
り
、
矛
盾
し
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
建
物
の
大
き
さ
、
配
置
、
建
物
内

で
の
部
屋
の
位
置
を
検
討
し
た
結
果
、（
６
）「
火
災

後
御
建
上
ヶ
図
」
は
火
災
後
に
徐
々
に
再
建
さ
れ
た

建
物
群
を
描
き
、
そ
の
絵
図
の
描
写
時
期
は
天
明
六

年
以
前
と
推
定
さ
れ
る
。

　

五　
（
３
）「
火
災
後
御
舘
物
図
」の
作
成
者
と
作
成
時
期

　
（
３
）「
火
災
後
御
舘
物
図
」
は
前
述
の
よ
う
に
建

物
の
整
備
状
況
か
ら
天
明
六
年
以
降
の
様
子
を
描
い

た
図
で
、
文
久
二
年
の
写
図
と
図
の
罫
線
の
幅
や
土

間
・
水
屋
の
彩
色
は
多
少
異
な
っ
て
い
る
が
、
ほ
ぼ

同
じ
描
き
方
を
し
て
お
り
、
北
川
惣
太
夫
が
文
久
の

写
図
を
お
こ
な
っ
た
近
い
時
期
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り

前
の
作
図
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
北
川
惣
太
夫
は
漢
字
使
い
に
特
徴
的

な
と
こ
ろ
が
あ
り
、「
側
」
の
字
を
誤
っ
て
「
測
」

と
書
く
癖
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
各
図
の
誤
っ
て

使
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
測
」
の
字
に
着
目
す
る

と
（
表
１
参
照
）、
文
久
二
年
の
写
図
は
い
ず
れ
も

「
入
側
」
を
「
入
測
」
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、（
４
）
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松
平
主
馬
家
の
屋
敷
絵
図
に
つ
い
て

「
役
所
用
火
災
前
御
屋
敷
図
」
の
標
題
中
の
出
火
場

所
に
つ
い
て
も
「
亀
屋
町
西
測
鍵
町
角
ヨ
リ
二
軒
目

木
綿
屋
六
三
郎
火
元
」
と
書
き
、「
西
側
」
を
「
西
測
」

と
誤
字
し
て
い
る（
⓲
）。

も
っ
と
も
（
６
）「
火
災
後
御

建
上
ヶ
図
」
と
一
緒
に
あ
っ
た
付
け
紙
に
も
「
安
永

四
乙
未
八
月
廿
七
日
午
之
刻
過
出
火
龜
屋
町
西
測
鍵

町
角
ヨ
リ
二
軒
目
木
綿
屋
六
三
郎
火
元
」
と
あ
り
、

そ
の
ま
ま
写
し
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、「
西
測
」

は
誤
字
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
字
句
的

に
は
「
側
」
が
正
解
で
あ
る
。
一
方
、（
３
）「
火
災

後
御
舘
物
図
」
を
み
る
と
「
入
側
」
を
同
様
に
「
入

測
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
（
３
）「
火

災
後
御
舘
物
図
」
は
北
川
惣
太
夫
の
作
成
し
た
図
の

可
能
性
が
さ
ら
に
深
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
（
３
）「
火

災
後
御
舘
物
図
」
が
北
川
惣
太
夫
の
作
成
に
な
る
と

い
う
こ
と
は
、
文
久
二
年
よ
り
前
の
北
川
惣
太
夫
の

活
動
し
た
時
期
の
可
能
性
が
さ
ら
に
高
ま
る
こ
と
に

な
る
。

　

六　

ま
と
め

　

福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
松
平

主
馬
家
の
絵
図
に
つ
い
て
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
安
永

四
年
の
火
災
前
後
の
屋
敷
図
を
詳
細
に
検
討
し
た
。

そ
の
結
果
、
松
平
主
馬
家
の
陪
臣
北
川
惣
太
夫
に

よ
っ
て
文
久
二
年
に
写
さ
れ
た
図
は
、
す
で
に
あ
っ

た
薄
い
和
紙
の
安
永
四
年
火
災
前
後
の
図
を
も
と
に

独
自
の
解
釈
を
加
え
て
作
図
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
こ
と
、
さ
ら
に
火
災
後
の
図
一
枚
は
天
明
六
年
以

前
の
大
名
広
路
屋
敷
の
主
要
建
物
図
で
あ
る
こ
と
、

火
災
後
の
図
一
枚
は
北
川
惣
太
夫
に
よ
っ
て
文
久
二

年
頃
に
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
江
戸
時
代
後
期

の
主
要
建
物
の
図
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
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史
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註（
１
）『
福
井
県
指
定
有
形
文
化
財　

瑞
源
寺
本
堂
書
院
修
理

工
事
報
告
書
』
瑞
源
寺　

二
〇
一
一
年

（
２
）
拙
稿　
「
福
井
城
本
丸
指
図
の
年
代
に
つ
い
て
―
文
政

か
ら
嘉
永
期
ま
で
―
」若
越
郷
土
研
究
五
五
の
二（
二
九
一

号
）
昭
平
成
二
十
三
年

（
３
）
伊
豆
蔵
庫
喜
氏
の
一
連
の
研
究
で
あ
る
「
福
井
城
下

の
視
的
考
察
」
で
、「
福
井
城
旧
景
」
や
古
絵
図
に
よ
り

建
物
の
配
置
や
外
観
な
ど
を
論
考
し
て
い
る
。
大
野
藩
の

上
級
武
家
の
建
物
に
つ
い
て
は
拙
稿
の
田
村
家
に
関
す
る

論
考
が
あ
る
。「
越
前
大
野
藩
の
『
家
帳
』
と
『
絵
図
面
』

に
つ
い
て　

田
村
家
文
書
の
研
究
」
福
井
工
業
大
学
研
究

紀
要　

第
三
十
六
号　

二
〇
〇
六
年
、「
越
前
大
野
藩
の

武
家
住
宅
田
村
鋼
三
郎
家
住
宅
に
つ
い
て
」
福
井
工
業
大

学
研
究
紀
要　

第
二
十
九
号　

一
九
九
九
年

（
４
）
拙
稿　
「
松
平
主
馬
家
の
大
名
広
路
屋
敷
と
安
永
普
請
」

福
井
工
業
大
学
研
究
紀
要　

第
二
十
八
号　

一
九
九
八

（
５
）「
福
井
城
と
城
下
町
の
す
が
た
」
福
井
市
立
郷
土
歴
史

博
物
館　

平
成
二
十
二
年
九
月　

（
６
）
夏
目
治
平
家
文
書
「
一
諸
事
記
録
覚
帳
」『
福
井
県
史

資
料
編
３
中
近
世
一
』　

昭
和
五
十
七
年　
ｐ
732
・
733

（
７
）
前
掲
（
４
）

（
８
）
前
掲
（
５
）
ｐ
60
酒
井
康
氏
蔵　

福
井
市
立
郷
土
歴

史
博
物
館
寄
託
「
酒
井
屋
敷
図
」

（
９
）『
福
井
市
史
資
料
編
別
巻
絵
図
・
地
図
』
福
井
市　

平
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五
十
八
巻
一
号

成
元
年
ｐ
64

（
10
）『
稿
本
福
井
市
史
上
巻
』　

福
井
市
役
所　

歴
史
図
書
社

　
一
九
七
三
年　
ｐ
215　

夏
目
治
平
家
文
書
「
一
諸
事
記
録

覚
帳
」『
福
井
県
史
資
料
編
３
中
近
世
一
』　

昭
和
五
十
七
年

　
ｐ
716　

両
史
料
と
も
に
出
火
時
間
を
未
の
刻
と
し
て
い
る
。

（
11
）
前
掲
（
６
）

（
12
）
福
井
藩
で
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
前
掲
（
３
）「
越
前

大
野
藩
の
『
家
帳
』
と
『
絵
図
面
』
に
つ
い
て　

田
村
家

文
書
の
研
究
」
に
よ
れ
ば
、
大
野
藩
で
は
建
て
替
え
・
火

災
後
の
再
建
で
、
藩
か
ら
の
補
助
規
定
が
あ
っ
た
。

（
13
）「
松
平
主
馬
家
由
緒
書
」『
福
井
市
史
資
料
編
４
近
世
二
』

昭
和
六
十
三
年
ｐ
591
、
夏
目
治
平
家
文
書
「
一
諸
事
記
録

覚
帳
」『
福
井
県
史
資
料
編
３
中
近
世
一
』
昭
和
五
十
七

年
ｐ
716
ｐ
730
、「
皇
別
源
家
譜
」
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博

物
館
蔵
。
法
名
は
「
皇
別
源
家
譜
」
に
よ
り
同
博
物
館
の

印
牧
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
14
）
松
平
文
庫
「
北
之
庄
城
郭
図
」（
１
３
０
９
）

（
15
）
松
平
文
庫
「
家
中
転
宅
考
」（
９
６
５
）

（
16
）
松
平
文
庫
「
福
居
御
城
下
絵
図
」
貞
享
二
年（
１
３
２
０
）

（
17
）
前
掲
（
８
）

（
18
）
松
平
文
庫
「
福
井
分
間
之
図
」
享
和
三
年
（
１
３
３
７
）

に
よ
れ
ば
、
亀
屋
町
の
通
り
西
側
に
鍵
町
・
萬
町
・
千
日

町
が
直
行
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
場
所
を
特
定
す
る

に
は
西
側
と
す
る
必
要
が
あ
る
。
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